
東北中央自動車道の整備に伴う

交通状況の変化と整備効果

国土交通省 山形河川国道事務所
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●東北中央道（南陽高畠IC～山形上山IC）がH31.4に開通し、高速道路の環状ネットワークが形成されたことにより、
福島・山形県境部の断面交通量は約31百台/日増加。 南陽高畠IC～かみのやま温泉IC間は約21百台/日増加。
●東北道の福島・宮城県境部の断面交通量は約69百台/日、山形道の宮城・山形県境部の交通量は約40百台/日減少。
●福島以南～山形以北の広域交通ルートとして、東北中央道利用が定着。

■高速道路の環状ネットワークの形成による交通量の変化
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【出典】 Ｈ27： 道路交通センサス調査
その他： NEXCO東日本提供交通量、 国土交通省常時観測トラフィックカウンターデータ

（コロナ前：R1.10.日平均値、緊急事態宣言下：R1.4.16~5.14、コロナ後：R2.10.日平均値、R3.10日平均値）
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山形JCT以北における東北中央道・国道13号の交通量の変化

●東北中央道のミッシングリンクが残る山形JCT以北では、交通量が横ばいもしくは減少している区間が多い。

●県北に行くほど交通量は減少し、秋田県境に近い主寝坂道路では、交通量は50百台/日を下回っている。

■東北中央道のミッシングリンク区間における交通量の変化

東根北IC

東根IC

山形JCT

天童IC

大石田村山IC

尾花沢IC

野黒沢IC

山形北IC

山形蔵王IC

関沢IC

寒河江IC

西川IC

山形中央IC

尾花沢北IC
川原子IC

舟形IC

新庄IC

(仮)新庄北IC

月山IC

笹谷IC

山形県

宮城県

秋田県

35 39 
21 

38 35 

35 39 

21 

38 35 

0

20

40

60

80

100

H27 コロナ前

（R1.10）

緊急事態

宣言下

コロナ後

（R2.10）

コロナ後

（R3.10）

(百台/日)

主寝坂道路

11％増
(４百台増)

46％減
(18百台減)

81％増
(17百台増)

変化なし

東北中央道

248 
148 105 143 146 

105 

68 

106 98 

248 253 

173 

249 244 

0

100

200

300

400

H27 コロナ前

（R1.10）

緊急事態

宣言下

コロナ後

（R2.10）

コロナ後

（R3.10）

(百台/日)

大石田村山IC～尾花沢IC、R13尾花沢

0
2,000
4,000
6,000
8,000

10,000
12,000

開通前 開通後

(百台/日) 東北中央道

国道13号

列1

32％減
(80百台減)

44％増
(76百台増)

東北中央道・国道13号

２％増
(5百台増)

154 150 
110 

144 148 

154 150 

110 

144 148 

0

100

200

H27 コロナ前

（R1.10）

緊急事態

宣言下

コロナ後

（R2.10）

コロナ後

（R3.10）

(百台/日)

R13新庄

３％減
(4百台減)

27％減
(40百台減)

31％増
(34百台増)

４％減
(6百台減)

国道13号

E13

E48

E48
E13

2

２％減
(5百台減)

434 385 
275 

386 382 

43 
57 

25 

51 55 

477 
442 

300 

437 437 

0

100

200

300

400

500

600

H27 コロナ前

（R1.10）

緊急事態

宣言下

コロナ後

（R2.10）

コロナ後

（R3.10）

(百台/日)

山形JCT～天童IC、R13天童

0
2,000
4,000
6,000
8,000

10,000
12,000

開通前 開通後

(百台/日) 東北中央道

国道13号

列1

東北中央道・国道13号

８％減
(40百台減)

７％減
(35百台減)

32％減
(142百台減)

46％増
(137百台増)

８％減
(３百台減)

４％増
(３百台増)

２％減
(４百台減)

【出典】 Ｈ27： 道路交通センサス調査
その他： NEXCO東日本提供交通量、 国土交通省常時観測トラフィックカウンターデータ

（コロナ前：R1.10.日平均値、緊急事態宣言下：R1.4.16~5.14、コロナ後：R2.10.日平均値、R3.10日平均値）
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新型コロナウイルスの影響による山形県内の交通量の変化 【平日】

【出典】 トラカンデータより算出（県内直轄国道48基のうちデータ欠損がある箇所を除く平均値）
※車種別交通量は、コロナ前同期間(R1年度)を100%とした際の比較
日平均交通量比（ R2・R3 /R1 ）
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緊急事態宣言
期間中

●緊急事態宣言解除以降、一旦回復したものの、小型車はコロナ前を下回る水準で推移。

●大型車はコロナ前と同程度の水準まで回復し、年末年始や8月のお盆の時期はコロナ前の水準を上回る交通量。

■前年度比※の車種別交通量の推移（山形県全域）
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新型コロナウイルスの影響による山形県内の交通量の変化 【休日】
●緊急事態宣言期間以降、回復傾向で推移したものの、年末年始や8月のお盆の時期は、コロナ前に比べて小型車交

通量が大幅に減少。

●一方で、大型車はコロナ前をやや下回る水準で推移しているものの、年末年始やGW期間等で、コロナ前を上回る水準
まで交通量が増加。
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【出典】 トラカンデータより算出（県内直轄国道48基のうちデータ欠損がある箇所を除く平均値）
※車種別交通量は、コロナ前同期間(R1年度)を100%とした際の比較
日平均交通量比（ R2・R3 /R1 ）
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新型コロナウイルスの影響による東北中央道の交通量の変化 【平日】
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●東北中央道の交通量は、緊急事態宣言解除以降もコロナ前を下回る水準で推移。

●年末年始や８月のお盆時期には、全車で約２割以上減少。

■前年度比※の交通量の推移（東北中央道(山形県内)のみ、全車）

緊急事態宣言
期間中

【出典】 トラカンデータより算出（東北中央道の17基の平均値(欠損がある場合は対象期間・対象箇所を除いて集計)）
※車種別交通量は、コロナ前同期間(R1年度)を100%とした際の比較
日平均交通量比（ R2・R3 /R1 ）
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

新型コロナウイルスの影響による東北中央道の交通量の変化 【休日】

●東北中央道の交通量は、緊急事態宣言解除以降もコロナ前を下回る水準で推移。
●年末年始や8月のお盆期間、5月のGW等で、コロナ前の交通量を大きく下回るほか、高速道路の休日割引適用除外

期間も、コロナ前の交通量を大きく下回る。

休日

■前年度比※での交通量の推移（東北中央道(山形県内)のみ、全車）

緊急事態宣言
期間中

4/29 6/14

高速道路の休日割引
適用除外期間

4/29 10/31

高速道路の休日割引
適用除外期間

R2年度/R1年度 R3年度/R1年度

【出典】 トラカンデータより算出（東北中央道の17基の平均値(欠損がある場合は対象期間・対象箇所を除いて集計)）
※車種別交通量は、コロナ前同期間(R1年度)を100%とした際の比較
日平均交通量比（ R2・R3 /R1 ）

お盆 年末年始

GW

お盆

年末

4/16
宣言

5/14
解除

6



相馬福島道路全線開通後の交通状況

7

■東北中央道（福島～米沢）利用交通のOD・経路

出典：ETC2.0データ（R1.11平日平均、R3.10平日平均）

出典：ETC2.0データ（R3.10平日平均）

●東北中央自動車道（福島～米沢）区間に着目すると、福島市、米沢市発着の比較的短い交通が減少し、山形市、
関東方面発着等の中長距離交通が増加。相馬福島道路の全線開通による影響とみられる変化はみられない。

●東北中央自動車道（福島～米沢）と相馬福島道路の両区間を利用した交通に着目すると、南相馬市、相馬市、米
沢市を発着する交通が多い。宮城県やいわき市など、比較的長距離区間での利用も一定数みられる。

■東北中央道（福島～米沢）と相馬福島道路の両区間を利用した交通のOD・経路

出典：ETC2.0データ（R3.10平日平均）

出典：ETC2.0データ（R3.10平日平均）

▼OD内訳の変化

▼OD内訳

▼経路利用状況

▼経路利用状況
（R3.10時点）

（R3.10時点）

相馬福島道路

山形県 宮城県

福島県
～3％

3～5％

5～10％

10～15％

15％～

R3.4.24全線開通

福島JCT

福島大笹生IC

米沢八幡原IC
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桑折JCT
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伊達桑折IC

伊達中央IC

霊山IC 霊山飯舘IC

相馬玉野IC

相馬山上IC

相馬IC

新地IC

山元南SIC

山元IC

南相馬鹿島SIC

南相馬IC

福島西IC

福島松川SIC

相馬福島道路

山形県 宮城県

福島県

～3％

3～5％

5～10％

10～15％

15％～

R3.4.24全線開通

福島JCT

福島大笹生IC

米沢八幡原IC

米沢中央IC

米沢北IC

福島飯坂IC

桑折JCT

福島JCT～米沢中央IC

伊達桑折IC

伊達中央IC

霊山IC 霊山飯舘IC

相馬玉野IC

相馬山上IC

相馬IC

新地IC

山元南SIC

山元IC

南相馬鹿島SIC

南相馬IC

福島西IC

福島松川SIC

霊山飯舘IC
～霊山IC

17%

14%

16%

13%

13%

14%

5%

9%

4%

5%

6%

4%

2%

3%

1%

3%

36%

35%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1.11

時点

R3.10

時点

福島市 米沢市 関東以南 山形市 郡山市 宮城県 本宮市 天童市 その他

比較的短い
交通が減少

南相馬市
17%

相馬市
15%

米沢市
14%

宮城県
7%

関東以南
6%

南陽市
5%

伊達市
4%

高畠町
4%

いわき市
3%

山形市
3%

その他
22%

南相馬市、
相馬市、
米沢市が
上位

宮城県やいわき市
など、比較的長距
離区間での利用も
一定数みられる

中長距離
交通が増加

至 仙台市
至 山形市

至 東京

至 仙台市

至 山形市

至 東京



●東北中央道沿線地域では工場立地が著しく進展。米沢市から天童市までの全線開通区間沿線でその傾向が強い。

●沿線の工場立地とともに、山形県内では有効求人倍率及び製造品出荷額、地方税収も増加傾向で推移し、地域経
済が活性化。

■東北中央道沿線の工場立地状況（H23～R2）

沿線地域の工場立地が著しく進展

8

■工場立地件数と有効求人倍率の推移

【村山・置賜・最上・横手平鹿・湯沢雄勝地域】

資料：市町村別決算状況調

10 19 35 48 58 70 82 100 112 128 
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企業立地件数（山形県） 企業立地件数（秋田県）

有効求人倍率（山形県平均） 有効求人倍率（秋田県平均）

新型コロナの
影響

資料：山形労働局資料・秋田県労働局資料（常用、各年の3月の値）、工場立地動向調査

■沿線地域の製造品出荷額の推移
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【村山・置賜・最上・横手平鹿・湯沢雄勝地域】

米沢北IC

～福島大笹生IC

H29.11開通

南陽高畠IC

～山形上山IC

H31.4開通

米沢市

山形市

天童市

上山市
長井市

南陽市

新庄市

高畠町

村山市

東根市

白鷹町
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飯豊町

尾花沢市

真室川町

西川町

川西町

大江町

金山町

羽後町

湯沢市

横手市

15件～
10件～
5件～
3件～

工場新増設件数

1件～

東北中央道路
沿線市町村
その他市町村

出典：工場立地動向調査

：最上・村山・置賜・
横手平鹿・湯沢雄勝地域

：高速道路
：一般国道
：事業中区間
（高速道路）

○ ：ＩＣ、ＳＩＣ
◎ ：ＪＣＴ

山形県

秋田県

福島JCT

～福島大笹生IC

H28.9開通

福島県

東根北IC～村山本飯田IC事業中
令和4年開通予定

新庄金山道路事業中
令和7年度開通予定

泉田道路事業中
令和4年度開通予定

東根IC～東根北IC

H31.3開通

大石田村山IC～尾花沢IC

H30.4開通

横堀道路事業中
令和7年度開通予定

真室川雄勝道路事業中

中山町

大石田町

横手第二工業団地
（横手市）

（新増設件数：６件）

新庄中核工業団地
（新庄市）

（新増設件数：７件）

荒谷西工業団地
（天童市）

（新増設件数：８件）

山形中央インター産業団地
（山形市）

（新増設件数：６件）

米沢八幡原中核工業団地
（米沢市）

（新増設件数：９件）

米沢米沢オフィス・アルカディア
（米沢市）

（新増設件数：８件）

村山本飯田IC～大石田村山IC

R3.12開通

■沿線地域の地方税収の推移
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【村山・置賜・最上・横手平鹿・湯沢雄勝地域】

資料：工業統計、経済センサス

至 秋田市

至 東京
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E48

E７



●山形最上地域、秋田県南地域において林業の総生産額が高く、東北中央道沿線の林業の総生産額は８年間で
約３割増加。

●新庄市では、全国有数の木材加工会社がH28に立地し、東北中央道を利用して原木の調達や集成材を全国に出荷。

●東北中央道の延伸整備により、生産性向上、取引の広域化も期待されており、木材関連産業の更なる活性化が期待。
■市町村内総生産（林業）（H30）

秋田県南、山形最上地域をはじめ林業総生産額が増加

9

米沢北IC

～福島大笹生IC

H29.11開通

南陽高畠IC

～山形上山IC

H31.4開通

米沢市

山形市

上山市
長井市

新庄市

横手市

出典：各県市町村民経済計算年報

：最上・村山・置賜・
横手平鹿・湯沢雄勝地域

：高速道路
：一般国道
：事業中区間
（高速道路）

○ ：ＩＣ、ＳＩＣ
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泉田道路事業中
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横堀道路事業中
令和7年度開通予定

真室川雄勝道路事業中

1,921
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31

大蔵村
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村山市
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市町村内総生産
単位：100万円
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南陽市
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飯豊町
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西川町
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朝日町
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5
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中山町

23
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3

1,349
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川西町
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伸び（H30/H22）

1.5～

1.0～1.5

～1.0

193

大江町
47

■市町村内総生産（林業）の推移
（H22=1.0）

【沿線立地企業の声】

• 東北中央道等の高速道路の整備による東北各地へのア
クセス性の良さなどを理由に、新庄市に新たに進出した。

• 原木の入荷は県内を中心としつつも、県外も含めた
100km圏内を集材範囲と捉えており、製材の出荷は
関東が中心となっている。今後東北中央道などの道路整
備が進めば、物流の効率化による生産性向上も期待さ
れるため、広域的な取引拡大にもつなげていきたい。

(木材加工事業者 R1.2)
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出典：工業統計
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（千万）

■木材加工会社（新庄市）の
東北中央道を利用した原木、製材の動き
N

東根北IC

東根IC

福島大笹生
IC

山形上山IC

原木の搬入
製材の搬出

山形県

原木原木

原木

原木
製材

製材

製材
近県へ
約3割

（宮城県が主）

関東方面へ
約5割

川原子IC

米沢北IC

米沢中央IC

米沢八幡原IC

木材加工会社
・H28.11試験操業開始

・原木消費量 年間約12万m3

・製材(集成材)出荷量
年間約3.6万m3

・新規雇用 約60人

北陸方面へ
約２割

尾花沢IC

大石田村山IC

野黒沢IC

新庄IC
新庄北IC (仮)

昭和IC(仮)

金山IC(仮)

金山北IC(仮)

Ｅ４

Ｅ１３

南陽高畠IC

出典：R1木材加工業者ヒアリング

■木材・木製品製造業の
製造品出荷額（新庄市）の推移

出典：各県市町村民経済計算年報

東根北IC～村山本飯田IC事業中
令和4年開通予定

東根IC～東根北IC

H31.3開通

大石田村山IC～尾花沢IC

H30.4開通

村山本飯田IC～大石田村山IC

R3.12開通

【集成材とは】
◆ 製材された板等を接着

剤で接着して作る木質
材料

◆ 天然材に比べて、強度
や寸法安定性、耐久
性に優れる

◆ 住宅の柱や梁、家具等
に使用

至 秋田市

至 東京

村山本飯田IC

E13

E７

E48
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●山形県最上地域、秋田県南地域の野菜の農業産出額が大きく、東北中央道沿線地域では、５年間で約２割増加。

●秋田県では、園芸メガ団地における大規模生産化を推進し、秋田県湯沢・横手地域のシイタケや山形県最上地域のに
ら等は首都圏に出荷され、東京都中央卸売市場での高い取り扱いシェアを誇る。

●東北中央道の整備進展により、関東市場への出荷環境が向上し、更なる出荷量・出荷額の増加が期待される。
■農業産出額（野菜）（R元）

東北中央道沿線地域で野菜の産出額が増加
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出典：農林水産省 市町村別農業産出額

■農業産出額（野菜）の推移
（H26=1.0）
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出典：農林水産省 市町村別農業産出額

出典：秋田県

【園芸メガ団地とは】
◆ 1団地あたり販売額1億円

以上を目指す
◆ 大規模な園芸経営に取り組

む担い手を育成する
◆ 省力化・低コスト化の推進に

よる生産性の飛躍的向上と
大規模な雇用を創出する

十文字地区

和村地区

館合地区 黒川地区

大雄地区

浅舞地区

醍醐地区

十五野南地区

吉田地区

十五野地区

羽後町新成地区

湯沢市北部・羽後町三輪地区

湯沢市湯沢・稲川・雄勝地区

：秋田のしいたけ販売三冠王獲得事業

■東京都中央卸売市場のニラ取扱量

最上地域

83%(2,040t)

その他

17%

出典：JA最上中央農業協同組合提供資料(R1)、
R1農林水産省作況調査(野菜)

1,299t 1,110t

380t 337t

0

500

1,000

1,500

栃木県 茨城県 山形県 千葉県 高知県

取扱量(t)

山形県産にらの約8割
は最上地域産

全国3位
816t

◆最上地域は県内最大のニラの産地で、ブランド化された高品質のニラを関東方面に出荷。

◆農産物はより短い時間で、時間内に市場へ輸送することが重要であり、定時性確保と鮮度
保持による市場の評価向上で農業振興を支援。

特産品の鮮度保持と定時性確保で農業振興を支援（１）

▲東京の店頭までの物流ルート

最上
地域

集荷場

東京の市場

店舗 店舗 店舗

ここに間に合う
ことが重要

24時頃
市場を出発し
配送センターへ

13

14時頃出発

遅くとも22時頃
東京の市場に到着

量販店の
配送センター

▼山形県内のニラ出荷割合

1,246t
1,133t

920t

339t

168t

茨城 栃木 山形 千葉 北海道

資料：東京中央卸売市場HP(H25.6～10計)

最上地域
2,152ｔ(99.8%)

その他
4ｔ(0.2%)

資料：最上の農業(H25)

＜最上地域の取り組み＞

収穫期は5月中旬～10月で、年5～6回
の収穫も可能だが、山形県では品質を
重視し3回に制限。一番刈りの6月の金
山のニラは、関係機関の評価も高い。

資料：おいしい山形HP
広報かねやま(2013.7)

資料：民間プローブデータ(25.10平日)
※区間：東北中央道整備区間開通後…(仮)昭和IC～福島JCT

国道13号…尾花沢新庄道路（野黒沢IC～新庄IC）を含む国道13号
※東北中央道整備区間開通後は、開通済区間のばらつきから算出

東北中央道
整備区間開通後

国道13号

121分
115分

130分
ばらつき
が小さい
(15分)

ばらつき
が大きい
(49分)

平均所要
時間 204分

金山町

福島JCT

平均所要
時間 121分

金山町

福島飯坂
IC

185分

234分

204分

▼東京卸売市場における
ニラの取扱量

41 57 68
112

1683.8
3.0

5.0

5.8

11.7

0.0

4.0

8.0

12.0

0

60

120

180

H2 H7 H12 H17 H22

栽培面積(ha) 販売額

（ha） （億円）

資料：やまがたアグリネット

▼ニラの栽培面積と販売額の推移（最上地域）

▼金山～福島の所要時間のばらつき

出典：おいしい山形HP

達者de菜

出典：秋田県林業統計（令和元年度版）

平鹿・雄勝地区

55%(1,960)

その他

45%

1,405 t 1,293 t
1,103 t

374 t

0

1,000

2,000

千葉 秋田 岩手 栃木 北海道

取扱量(t)
全国2位
1,317t

出典：東京都中央卸売市場

(R2.5～10)

(R2.1～12)

出典：東京都中央卸売市場

■秋田県湯沢・横手地区 における
園芸メガ団地の整備事業

■山形県のニラ出荷割合

■東京都中央卸売市場の生しいたけ取扱量

■秋田県全体における地域別
生しいたけ生産量シェア

東根北IC～村山本飯田IC事業中
令和4年開通予定

大石田村山IC～尾花沢IC

H30.4開通

村山本飯田IC～大石田村山IC

R3.12開通

尾花沢市
409

東根市
51 東根IC～東根北IC

H31.3開通

E７

E48

E13

E13

至 秋田市

至 東京

秋田県産生しいたけの
約6割は

平鹿・雄勝地区産



●山形県米沢市から村山市の果物の農業産出額が大きく、東北中央道沿線では、５年間で約２割増加。

●山形県の収穫量が全国上位の品目が多く、東京都中央卸売市場シェアは増加傾向で、さくらんぼで約８割、
デラウェアで約７割。

●首都圏の山形県産果樹の取扱量は増加傾向で推移しており、沿線地域から首都圏への安定的出荷に貢献し、
地域産業を支援。
■農業産出額（果実）（R元）

山形県の主力産品である果物の産出額が増加
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1.0

1.1
1.1

1.1
1.1

1.2

1.0

1.0
1.1

1.0

1.1

1.1

0.9

1.0

1.1

1.2

H26 H27 H28 H29 H30 R元

東北中央道沿線（米沢-横手）

東北6県計

米沢北IC

～福島大笹生IC

H29.11開通

南陽高畠IC

～山形上山IC

H31.4開通

米沢市

山形市

上山市
長井市

新庄市

横手市
：最上・村山・置賜・
横手平鹿・湯沢雄勝地域

：高速道路
：一般国道
：事業中区間
（高速道路）

○ ：ＩＣ、ＳＩＣ
◎ ：ＪＣＴ

山形県

秋田県

福島JCT

～福島大笹生IC

H28.9開通

福島県

新庄金山道路事業中
令和7年度開通予定

泉田道路事業中
令和4年度開通予定

横堀道路事業中
令和7年度開通予定

真室川雄勝道路事業中

407

405

80

5

573
31

大蔵村

戸沢村

村山市
308

寒河江市
674

5

湯沢市
125

南陽市
383

高畠町
392

鮭川村

白鷹町
35

飯豊町
3

最上町
5

西川町
13

朝日町
306

大江町
154

河北町
303

山辺町

中山町

95

146

3

1

羽後町
3

東成瀬村

川西町
25

小国町

真室川町
5

大石田町
16

金山町
1

舟形町
3

天童市
1,377

1,000～
500～
100

農業産出額
単位：1,000万

円

50
1～

伸び（R元/H26）

1.5～

1.2～1.5

1.0～1.2

～1.0

73.9%

65.4%

9.6%

9.5%

8.7%

5.8%

0% 50% 100%

さくらんぼ

西洋なし

スイカ

ぶどう

もも

りんご

１位

１位

３位

３位

４位

４位

出典：農林水産省統計 作物統計調査（R元）

出典：農林水産省
市町村別農業産出額

出典：農林水産省 市町村別農業産出額

70.8%

79.4%

29.2%

20.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

R2

さくらんぼ

山形県 その他

58.5%

68.9%

41.5%

31.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

R2

デラウェア

山形県 その他

8.6ポイント増 10.4ポイント増

■農業産出額（果実）の推移
（H26=1.0）

■主要果樹収穫量の
山形県シェアと順位（対全国）

■東京都中央卸売市場における山形県産取扱割合の推移

出典：東京都中央卸売市場HP

東根北IC～村山本飯田IC事業中
令和4年開通予定

大石田村山IC～尾花沢IC

H30.4開通

村山本飯田IC～大石田村山IC

R3.12開通

東根IC～東根北IC

H31.3開通

東根市
1,514

尾花沢市

E７

E48

E13

E13

至 東京

至 秋田市



●東北中央道沿線地域の観光入込客はH23からR元の８年間で約１．３倍に増加。

●東北中央道は、東北エリアを周遊する広域観光ツアーで利用。
●近年利用者が増加している山形空港にも近接しており、山形空港の活用も含めた広域周遊観光ルートの形成が期待。

●東北６県・新潟県では、域内の誘客・観光周遊促進の取組も実施されており、東北中央道の延伸整備により、更なる
周遊観光の促進を支援。

■山形県(村山・最上・置賜地域)と秋田県南エリアの観光入込客数の推移

広域周遊観光ルートが形成され観光入込数が増加
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28,700 
31,000 32,400 

35,900 35,600 
37,500 37,200 38,700 38,000 

23,700 

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2

千人

【県内観光事業者の声】

• 道路整備による時間短縮効果を、広報活動に利用している。東北中央道の整備が
進み、山形空港からのアクセスが良くなったことで、観光客が来やすい環境になっ
たと感じる。

• 所要時間が短縮されることで、行程に遅れが生じにくくなり、予定通りの滞在時間を
確保しやすくなる。時間短縮によって、余裕を持って観光できるようになることで、お
客様にストレスなく観光を楽しんでいただくことができる。

最上川舟下り運航会社（R元.5)

旅行事業者（R2.2)

出典：山形県観光客数調査、秋田県観光統計

■東北・新潟応援！絆キャンペーン
・R2.7からスタート
・特設HPより、東北・新潟域内の魅力的な観光コ
ンテンツや旅行商品の紹介

・東日本高速道路(株)東北支社が実施する「旅し
よう！東北６県スマホスタンプラリー」との連携に
よる周遊促進

・東北・新潟域内の鉄道周遊パスの紹介
・R3.4から開催する東北デスティネーションキャンペー
ンにもつなげる

（出典：(一社)東北観光推進機構）

約1.３倍

222 

117 117 

187 
221 

257 
303 

326 339 

0

100

200

300

400

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

（千人）

出典：空港管理状況調書（国土交通省）

東日本大震災
H23

約1.5倍

新型コロナの
影響

出典：旅行事業者HPより作成（令和3年11月事例）

蔵王温泉

出典：山形県観光情報ポータブル

<1日目>
一関駅→ 平泉→安比
<2日目>
安比→酸ヶ湯温泉→

奥入瀬→ 十和田湖→

田沢湖温泉

（★）

（★★） （★）

（★）

山寺
（★★）

米沢

<5日目>

穴原温泉→ 松島→仙台駅

角館
（★）

銀山温泉
（★）

蔵王温泉

鶴ヶ城

山形県

秋田県

福島県

（★★★）

■山形空港利用者数の推移
（国内線乗降者数）

■東北中央道沿線を周遊する
観光ツアー例

３日目
４日目

<ツアーの一例>

山寺

出典：山形県観光情報ポータブル

銀山温泉

出典：山形県観光情報ポータブル

：ミシュラングリーンガイドに選定

★★★：わざわざ旅行する価値がある
★★ ：寄り道する価値がる
★ ：興味深い
（ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン第6版2020. 2）

：その他の主な周遊観光地

E13

E48

E７

E13

112

13

７

13

47



●令和1年10月12日（土）18時30分～令和1年10月13日（日）12時00分において、東北縦貫自動車道（福
島飯坂IC～白石IC）にて、雨による全面通行止めが発生。

●環状ネットワーク内の断面交通量は、いずれも通常時と比べて減少しており、通行止めによって移動を取りやめたトリップ
が一定数存在すると考えられる。

●一方、通常時と通行止め時で断面交通量比率を比較すると、断面1では東北中央自動車道・国道13号の割合が
58~59%→74%、断面2では26~27%→35%とぞれぞれ増加。

●高規格道路ネットワークによる広域的なリダンダンシーが確保されている。

防災（リダンダンシー）

■東北道通行止め時における断面交通量

山形蔵王IC

関沢IC
笹谷IC

宮城川崎IC

村田IC

仙台南IC

仙台宮城IC

白石IC

山形上山IC

寒河江IC

西川IC

山形県 宮城県

福島県

E4

E48

E13

南陽高畠IC

米沢八幡原IC

福島大笹生IC

国見IC

E48

東根北IC

かみのやま温泉IC

米沢北IC

米沢中央IC

E4

寒河江SAｽﾏｰﾄIC
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山形自動車道 国道13号 東北中央道

49,482

36,024

55,601

14% 21% 15%

45%

53%

43%

41%
26%

42%
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山形自動車道 国道13号 東北中央道

12,609
8,506

14,118
1,921

1,103
2,172

30,025

10,324

31,385

12,085

7,552

13,514

0

10,000
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60,000

70,000
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国道4号 東北自動車道 国道13号 東北中央道

56,640

27,485

61,189

22%
31% 23%

3%
4%

4%
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21% 27% 22%
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■断面１

■断面２

交通量 台/日

交通量 台/日

割合

割合断面1

断面1

断面2

断面2

福島JCT

福島西IC

山形中央IC

村田JCT

山形北IC
山形JCT

天童IC

E13
東根IC

福島飯坂IC

【通常時】
R1.10.6(日)

【通行止め時】
R1.10.13(日)

【通常時】
R1.10.20(日)

【通常時】
R1.10.6(日)

【通行止め時】
R1.10.13(日)

【通常時】
R1.20(日)

【通常時】
R1.10.6(日)

【通行止め時】
R1.10.13(日)

【通常時】
R1.10.20(日)

【通常時】
R1.10.6(日)

【通行止め時】
R1.10.13(日)

【通常時】
R1.10.20(日)

13

全体の
交通量は
減少

全体の交通量
は減少

【出典】 NEXCO東日本提供交通量、 国土交通省常時観測トラフィックカウンターデータ
【通常時】R1.10.6(日)・20(日) 日平均値、【通行止め時】R1.10.13 日平均値

※小数点の関係で、見た目の数字と足し算結果が合わない場合がある

35%26% 27%

増加

59% 58%

増加

74%

福島飯坂IC～白石IC
全面通行止め

R1.10.12 18時30分
～

R1.10.13 12時00分

至 新庄

至 東京

断面1
断面2

至 大崎

至 相馬

至 鶴岡



今後の取組

■ 今年度の分析

・相馬福島道路を含む東北中央道の整備に伴う広域的な交通状況の変化を検証
・新型コロナウイルスの影響による交通量の変化を継続的に検証
・東北中央道整備の進展に伴う地域経済にもたらすストック効果として、
産業面、観光面、防災面で分析・整理

□ 次年度の分析

次年度も引き続き、東北中央道整備による効果や利活用の状況を分析し、
協議会の場で共有・議論をすることにより、協議会構成機関の取組みを支援。
特に、東北中央道（東根北～村山本飯田）の開通により、首都圏から新庄までが
つながり、ネットワーク効果の発現が期待されることから、開通に向けた地域の
取り組み、 開通により期待される広域的な視点における効果等を分析・報告予定。
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